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｢口講藏続潔 糊
持 っことになった初等協会 の狩人クラス

の名簿 を私 に手渡 しながら言いました。

だれかがそれを聞いて私 に同情 しました。

別 の姉妹 もうなずきました。 そして,ロ

ビーの前の教師がこれまでの彼のやんち

ゃを話し出そうとしたので,私 はその場

を失礼 しました。

意外 でした。学校 なら教師が生徒 に｢良

い｣｢悪 い｣の レッテルを張ることもある

でしょうが,初 等協会 の子供 たちにそん

なことをしてはな りません。

その夜のお祈 りの とき,私 は天父の子

供 たちに教 える機会をいただいたことを

感謝 し,特 にロビー について助けを願 い

ました。導きを求め,そ して,ロ ビーを

理解 し,ま た彼に対する周 りの人たちの

良くない気持 ちが改 まるように,自 分 に

できることは何 でもします と天父に約束

しました。

次の 日曜 日,ロ ビーのお母 さんが私 を

わきへ呼んで,ロ ビーに落ち着 きがない

ことを話 し,協 力を申し出てくださいま

した。悪 さをした.ら教 えて くれれば,家

で叱 ると言 うのです。私 はお礼 を言いま

したが,今 年 は違 うようにしたいと思 っ

ていることは話 しませんでした。

初等協会が始 まって1,2週 間 は問題

な く済みました。ロ ビーに手を焼 いたと

いうのは どうしてか しらと思いました。

きらきら輝 く青 い瞳はちゃめ っ気 いっぱ

いでしたが,ク ラスのじゃまはしません

で した。答 えは何でも知 っていて,ほ か

の少年たちは彼 についていくのが大変 な

なようで,よ くみんなか らあてにされま

した。ロ ビーはそうして注 目され るのが

楽 しみで,わ ざとひけらかす ことも目立

ち ました。

しばらくして気づいたことがありまし

た。ロビーひとりにではなく,7人 の生徒

みんなにそれぞれ問題や欲求 があるとい

うことです。それで毎週,大 切 な福音の

原則 を教 えなが ら,彼 らが必要 としてい

ることを何 とか満たそうと努めました。

一番大変なのは
,ロ ビーよりもむしろ

スチーブンで した。 スチーブ ンは理解が

遅 いのです。 いつ も5分 から10分 遅 刻 し

て来て,後 ろの隅にひとりで座 っていま

した。ほかの子たちから,か らかわれた

り,ば かにされた りしていました。彼は

受 け入れて もらいたいし,友 達 も欲 しい

ため,毎 週毎週 じっと黙ったまま,そ れ

に耐えていたのです。

ある週の ことで した。スチーブンが部

屋 に入って来ると,空 席は少年 たちのち

ょうどまん中にひとつしかないのを見 て,

顔 が明るくな りました。 ところが,子 供

たちはその椅子 をさっとつかんで後ろの

隅へ移 し,ス チーブ ンはまたひ とりで座

ることになったのです。

私 は何 も言えませんでした。何 を言っ

た らよいか,ど うしたらよいかがわか ら

なかったからではな く,み たまが,そ の

ままにしておきなさいと告 げたか らです。

子供 たちを叱 りたか ったのですが,制 す

るものを感 じたのです。 とても信 じられ

ないことで した。私 はその まま何 もなか

ったかのように,レ ッスンを続 けました。

その週の聞,自 分のクラスに対する失

望感がわだかまっていました。 どうした

らス.チーブ ンを励 ましてあげられるか,
コ

わかりませんでした。ロ ビーはそろそろ

手 にあま りそうになっていましたし,ほ

かの少年 たちの必要 を満たしてあげる方
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麗･麗･応･魯
●本誌の解答は問題解決の一助として与えられたものであ

り,教 会の教義を公式に宣言するものではありません。

末日聖徒は

メルケゼデク神権の

権能の教義を

聖書によって

立証できますか。

解答者

ジ ェーム ス･A･カ ー バ ー

ワシントン大学インスティテユー ト教師

会 を批判する人々はときどき,聖

教 書 の中のマタイ伝 とヘブル書のふ
たっの聖句 を取 りあげて,末 日聖徒 の神

権の権能の教義 を問題 にします。.興味 あ

ることに,末 日聖徒 は同 じ聖句を神権 の

教義の正 しいことを示 す箇所 と考 えてい

ます。 しか し幸 いにも,末 日聖徒 には近

代 の啓示が与 えられているので,聖 書の

みによって この神権やほかの教義を完全

に理解 しようとしているわけではあ りま

せん。

最初の聖句であるマタイ伝16章13-19

節 は,カ トリックの方々が,権 能が使徒

ペテロか ら現在の法皇 に至 るまで継続 し

ていることを立証するために引用 されて

いる箇所です。

｢イ エスがピリポ･カ イザ リヤの地方

に行かれたとき,弟 子たちに尋ねて言わ

れた,『人々は人の子 をだれ と言 っている

か。』

彼 らは言った,『ある人々はバプテスマ

のヨハネだと言 っています。 しかし,ほ

かの人たちは1エ リヤだ言 い,ま た,エ

レミヤあるいは預言者のひと りだ,と 言

っている者 もあ ります。』

そこでイエスは彼 らに言われた,『それ

では,あ なたがたはわた しをだれと言う

か。』

シモン･ペ テロが答 えて言 った,『 あな

たこそ,生 ける神の子 キリス トです。』

すると,イ エスは彼 に向かって言われ

た,『 バルヨナ･シ モ ン,あ なたはさいわ

いである。あなたにこの事 をあらわした

のは,血 肉ではなく,天 にいますわたし

の父である。

そこで,わ たしもあなたに言 う。 あな

たはペテロである。 そして,わ たしはこ
よ

の岩の上 にわたしの教会 を建 てよう。黄
み

泉の力もそれに打 ち勝つことはない。

わた しは,あ なたに天国のかぎを授 け

よう。そして,あ なたが地上でつなぐこ

とは,天 でもっながれ,あ なたが地上 で

解 くことは天 でも解 かれるであろう。』｣

ジ ョセブ･ス ミスは,教 会が建て られ

る岩 とは啓示 であ ると説 明 しま した。

(｢予 言者 ジョセブ･ス ミスの教 え｣p.

274:5章2節 『王国 とその もたらす実』

参照)実 に啓示 こそがそのときの結論 で

あったのです。 ペテロは啓示 によってイ

エスがキ リス トであることを知 ったので

す。.｢あ なたにこの事 をあらわ したのは,.

血 肉ではなく,天 にいますわたしの父で

ある。｣(マ タイ16:17)

聖 書 もまたこの解釈が正 しいことを示

しています。 この節 を原文 どお りに解釈

すると,王 国の鍵 はシモン･ペ テロに与

えられたけれども,教 会 は彼 の上に建て

られたわけではな.いことが明確 にな りま

す。教会 はペテロの上にではなくキ リス

トの上 に,啓 示の｢岩｣の 上 に建 てられ

たのです。
■

たとえば,ギ リシャ語 の聖書 には18節

の｢岩｣と は,ペ テロではないと明確 に

述べ られています。ギ リシャ語で｢.ペ テ

ロ｣は｢ペ トロス｣で,小 さな岩 とか石

を意味する男性名詞 です。｢こ の岩 の上

に｣の｢岩｣に 使 われているギリシャ語

は｢ペ トラ｣で あ り,堅 固な土台を意味

する女性名詞 なのです。ですから,ギ リ

シャ語 の聖書 では次の ようにな ります。

｢あ なたはペテロ(小 さな岩 を意味する

ペ トロス)で ある。そして,わ たしはこ

の岩(堅 固な土台の意 のペ トラ)に わた

しの教会 を建 てよう。｣

ここで言 う大 きな岩 のかたまりである

｢ペ トラ｣と は
,だ れを指 しているので

しょう。答 えは,1コ リン･ト10:1r4

には っきりと述べ られています。

｢わ たしたちの先祖 はみな雲の下 にお

り,み な海 を通 り,

み な雲の中,海 の中で,モ ーセにっく

バプテスマを受けた。

また,み な同 じ霊の食物を食べ,

み な同 じ霊の飲 み物 を飲んだ。すなわ

ち,彼 らについてきた霊の岩から飲 んだ

のであるが,こ の岩 はキ リス トにほかな

らない。｣(下 線付加)こ の節の｢岩｣.に
　

相当するギ リシャ語 は,マ タイ伝 の中の

一節 と同様 に｢ペ トラ｣(堅 固 な土台)で

す。ペテロではなく,キ リス トこそが｢岩｣

で あり,教 会 はその上 に建て られるべき

であったことには,何 ら疑問の余地 はあ

りません。 コリン ト人 に対 してパウロは,

｢す でにすえられている土台以外の もの

をすえることは,だ れ にもで きないdそ

して,こ の土台 はイエス･キ リズ トであ

る｣(1コ リ ン ト3:11)と 語 って いま

す。

しか し堅 固な土台と岩(ま たは石)と

の間 にどの ような重要 な関係があるでし

ようか。

シモ ン･ペ テロが最初 にイエスに会 っ

たときに,主 はシモンの名前を｢ケ パ,

訳 せばペテロ｣と 変 えられ ました。(ヨ ハ

ネ1:42)ジ ョセブ･ス ミス訳では,｢ケ

パ,訳 せば聖見者,ま たは石｣と いう明

確 な訳語が与えられています。

シモ ンに新 しい名前が与 えられた理由

は,前 述 したピリポ･カ イザ リヤでの経験

のときまで明 らかにされ ませんでした。

ブルース･R･マ ッコンキF長 老 は次 の

ように説明 しています。｢救い主はペテロ

に王国.の鍵 を約束 して,.黄 泉の力 も啓示

の岩,す なわち聖見者 の力に打ち勝つこ
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(16-17節),誓 詞 と誓約 によって神権 を

受けること(20-21節),キ リス トの神権

が永遠に機能 する(27-28節)と いう考

えが含 まれています。

この章 は,予 表論の立場か ら最 もよく

理解で きると思 います。すなわち,偉 大

な大祭司であったメルケゼデクはキ リス

トの予表であ り,同 じくメルケゼデクと

その民が保持 していた神権の位 は,イ エ

ス･キ リス トと弟子たちが持 っていた神

権の位 の予表 だったということです。

24節 はおそらく最 も誤解 されて いる所

で,今 まで もかな りの議論 を引き起 こし

て きました。混乱 の原因は,｢し かし彼

は,永 遠 にいますかたであるので,変 ら
つとめ

ない祭司の務 を持 ちつづけておられるの

である｣の｢変 らない｣と 訳されている

ギリシャ語の言葉 にあります。

欽定訳の翻訳者が,｢変 らない｣と いう

言葉 に対 して,脚 注 として欄外 に｢す な

わち他 の人には渡 らない｣と いう説明 を

したことか ら混乱 が生 じているのです。

この訳によって,ル ターは神権の行使 は

キリス トによってのみなされ,神 権 はほ

かの人には渡 らず,教 会 には形式的な神

権 はないと主張 しました。その訳語の適

格性や解釈の妥当性が証明 されていない

にもかかわ らず,多 くの注解書や辞書は

その欄外の説明が正 しいと主張 しようと

しています。

｢変 らぬ｣と いう言葉 はギ リシャ語 の

｢ア パラバ トン｣を 訳 したものです
。古

代 ギリシャにおけるこの言葉 の使用法は

何年間 も調査 されて きましたが,私 が知

る限 りではどの学者 もこの言葉が｢他 の

人に渡 すことができない｣と いう意味 で

使 われている信頼できる例を見つけた こ

とはあ りません。 しか し,｢変 らぬ｣と か

｢不変 の｣と いう意味 に使 われている例

は数多くあ ります。そのためギリシャ語

の語法 によれ.ば,最 良の訳は｢変 らぬ｣

ということになったのです。

たとえばキッテルの｢新 約聖書神学事

典｣の 結論では次のようになっています。

｢『渡すことができない』という訳語例 が

ないので,も っと 『変 らぬ』 という訳 を

守 るべきである。｣(注2)ギ リシャ語表

現法をまとめたモール トンと ミリガンの

is

｢ギ リシャ語聖書用語集｣で は
,｢近 代文

学 と比較 すると,『 渡す ことができない』

という訳語 は明 らかに不適当である｣(注

3)と あ ります。

ヘブル書の章 の前後関係 から見て も,

｢変 らぬ｣と いう訳語は適切 ですが
,｢渡

せない｣と いう概念は受け入れ られ ませ

ん。著者 は7章 の書 き始めで神権の永続

性を強調 しています。メル ケゼデクは｢い

つまでも祭司なのであ り｣(3節),彼 は

今なお｢生 きている｣(8節)の であ り,

ほかの祭 司は｢朽 ちることのないいのち

の力によって｣(16節),｢永 遠 に祭司であ

る｣(17,21節),｢し か し彼 は,永 遠にい

ますかたであるので,変 らない祭司の務

を持 ちつづけておられるのである。｣(24

節。 下線付加)

前 後関係か ら神権 が｢渡 すことができ

ない｣と いうことを示す箇所 はあ りませ

ん。神権 は永遠であ り,罪 悪 による以外

には神権者か らは決 して取 り去 られるこ

とはありません。ある意味 において,人

は決 してその神権 をほかの人 には渡 しま

せん。それは彼の ものであ り,｢変 らない｣

す なわち永遠のものなのです。 しかし,

これは権威ある者 より要求 されたときに

神権 をほかの人に授 けられないというこr

とではあ りません。

神権 はひとつの｢位｣と して組織 され

てお ります。キ リス トは｢メ ルキゼデク

に等 しい｣祭 司でした。(17節)メ ルケゼ

デクが｢神 権の位｣に あったという事実

は,イ エ ズ以外 にも神権 を持 っていた人

がいたということです。 もしもキ リス ト

のみがメルケゼデク神権 を持 っていた と

すれば,｢位｣の 必要 はあ りません。

これらの結論が正 しいことは,ニ ケア

以前 の司教たちによって も明 らかです。

紀元135年 に死 んだア ンテオケの司教

であったイグナチオは次のように述べて
ら

います。｢神権 とは人類の間のあ らゆる良

き地位の うちでも最 も高い位置にあり,

それに対 して戦 いを挑むほどに狂 ってい

る者 はだれであって も,人 に不名誉を与

えるのではな く,生 まれながらにして長

子 に して唯 一の大祭 司で ある神,イ エ

ス･キ リス トを侮辱 することになるので

ある。｣(注4)

こ こでイグナチオは,キ リス トは天父

の唯一の大祭司であると述 べています。

しかし彼 は,｢神 の御子 の神権の聖 なる神

権｣(教 義 と聖約107:3)で あ るメルケ

ゼデク神権 を受 けた人々については何 も

語 ってはいません。彼 はまた｢生 まれ な

がらにして｣神 権 を持つキ リス トの権利 .

と,｢聖 任 によって｣神 権 を受ける人々 を

区別 しています。キ リス トにとっては生

まれなが らの神権 ですが,ほ かの人々 に

とっては｢す べての良 きもののうちもっ
曽

とも高 い地位｣な のです。

紀元約168年 頃 に アンテオケの後 の司

教 となったテオ ピロは,メ ルケゼデクと

いう人物 について次のように語 っていま

す。｢そ の当時,現 在 のエルサレムである

サ レムの町 にメルケゼデクと呼ばれる正

しい王がいた。 いと高 き神 のすべての祭

司の中でも母初の祭 司であった。 そのと

きから地上の至 るところに祭司が置かれ

るようになったのである。｣(注5)確 か

にテオピロの心 にじはメルケゼデクの｢位｣

が あったのです。

メルケゼデク神権 の位 の知識は,聖 書

の原典 から失 われてきました。 しか し私

たちは近代 の啓示 によって,救 いと永遠

の生命 のために不可欠な神権 についての,

簡潔 で貴重 な真理の回復 を目の当た りに

しています。神権 はなくてはならないも

のであり,私 たちを完成へと導 ぐ神の力

なのです。

この記事では,神 権 に関す る聖書の聖

句 を全部引用 することはせず,多 くの聖

書研究者 に誤解されている点に焦点を当

てて説明 しました。

注
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天
父が祈 りを聞 き届けてくださると

母か ら聞かされたのは,た ぶん7

歳 ぐらいの頃だった と思います。 もっと

以前から話 してくれていたかもしれ ませ

んが,ど うもそこは記憶がありません。

｢そ れじゃあ
,何 かがとて も欲 しくて,

それでぼくが本当に良い子 になってお願

いすれば,天 のお父さまはぼ くにそれを

くださるのかな。｣

｢そ うよ
,坊 や。 もし信仰 を強 く持 っ

て,そ のうえそれがあなたにとって良い

ことなら,天 のお父さまはくださるのよ。｣

1944年 の暑 い夏の夜,私 はベッ ドに横

になりながら,一 体何 を天父に一番お願

いしようかと思案 していました。.もうひ

とり弟 をお願い しようか。 それ もいいな。

新 しい野球道具 かな。で もそれなら誕生

日になんとか もらえそうだし。戦争が終

わってお父 さんが帰って来 るというのは

どうだろうか。 そうだ,そ れがいい。 で

もお母 さんはその ことで一生懸命 にお祈

りしているんだ。

そしてそのときから,7歳 の私 の心 に,

た ったひとっ の切 なる願 い,鳥 のように

空を飛びたいという,私 にとっては重大

なあこがれにも似 た思 いがわいてきたの

です。

でもどうしてだめなんだろう。鳥は飛

ぶのに。 コウモ リでさえ飛んでいるのに。

たこや紙飛行機,そ れにかぶと虫や蝶々

だって飛んでいるんだ。ぼくにだってで

きるか もしれない.。

きっとほかの子たちはうらやましがる

だろうな。先生 もびっくりした り感心 し

た りで声 にならないん じゃないかな。 そ

れに友達の ジョウイ･ヒ ル シュバーガー

やジミー･ジ ョンソンもうらやましが る

と思 うな。

弟の リンを起 こさないように気 をつけ

なが ら,私 はベッドか ら滑 り下 りてひざ

をつきました。それか ら母がするように

腕 を組 み,固 く目を閉 じました。 そこで

歯 をくいしば り(大 いなる信仰を示す確

かな しるしだと思 っていたので),き つ く

しかめた顔 に熱 い思いを込 めて,生 まれ

て初 めてたったひとりで声 に出 して祈 り

を捧 げたのです。

｢天 のお.父さま
,ぼ くは飛 びたいので

す。本当に,本 当に心 から飛 びたいので

す。ぼくが飛べるようにどうぞ祝福 して

ください。ぼ くを助 けて飛べ るにように

してくださったら,ぼ くはきっと良い子

にな ります。本 当です。アーメン。｣

そ こでひざを伸 ばし,真 っ暗な部屋 の

真 ん中に自分 の椅子を引いていってそこ

に上が りました。両手 を大きく広 げてもう

一度つぶやきました
。｢どうぞ天のお父 さ

ま,ぼ くを飛ばせてください。お母さん

は天のお父 さまならできると言いました。

ぼくもお父 さまならおで きになると知 っ

ています。｣●

そう言 い終 わると,私 は腕 を上下 に激

しくばたつかせ,だ んだんスピー ドを増

していきました。

それからどうなったかは想像 がっくと

思います。両腕が疲れて しまいました。

私 はしゃがみ込んで考 えました。 きっ

と何か大切なことを忘れているんだろう

と思 いました。腕をばたつ かせてい る間

に,椅 子 から飛 び降 りなければいけなか

ったん じゃないかと思 ったわけです。

もう一度椅子 に乗 ると,今 度 は腕を前

よりも激 しくばたつかせなが ら,身 体 を

上 に向けて椅子か ら遠 くへ飛び下 りまし

た。

で も,あ えなく墜落 してしまいました。

ほどなくして,ド スンという大 きな音 に

驚 いた母が ドアのところに顔を見せまし

た。

翌 日もそのことばか りを考えていて,

とうとうこんな結論 を考 えついたのです。

天のお父 さまはきっとぼくの信仰を試 し

ていらっしゃるに違 いない。秘密の鍵は,

続 けて幾晩もお祈 りを すること,そ れか

らお祈 りの間はもっと歯 をくいしばって

顔 もしかめることだろうと考 えたのです。

私 はやってみました。1週 間ずっと毎
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晩祈 り続 けているうちに,私 の祈 りと熱

意は強 くなっていきました。 日曜 日の夜

にはもう大丈夫 という確信があ りました。

再 び椅子に立 って腕を広げ,今 一度小

さな声で主に願いを告げると,主 が私の

祈 りを聞いて答えてくださり,私 に飛ぶ

ことを許 してくださるという強 い確信 を

得 ていました。

私は腕 を上下に激 しく振っていきまし

た。それか ら上に,遠 くに飛 びました。

で も,結 果 は同じで した。 このときも

2階 の寝室から,ど うしたのとお母 さん

が尋ねて きました。

どこが悪いのでしょう。歯 をくいしば

ったし,し かめっ面 もしました。 どうし

て実現 しなかったのでしょうか。 なぜ椅

子 から舞い上がって部屋の中をはばたけ

なかったので しょう。私はベッ ドに横 た

わ りなが ら,長 い間考 えをめぐらせてい

ました。

次の臼,私 が裏庭 にいると母 の呼ぶ声

が聞こえました。

クロイチゴでした。車庫 の裏手 にある

大 きな野生のクロイチゴの木か ら実を摘

んでおく約束をしていたからです。でも,

翌年 の1月 の ジャムを確保 するために,

8月 の暑いさ中にわざわざ毒々 しい色 を

したイチゴやそのとげと悪戦苦闘する気

にはとて もなれません。

ちょっとの間だけ聞こえない振 りをし

ていました。そのとき霊感が働 きました。

お母 さんのお手伝 いのために少 しの時間

も割 くことができないとすれば,私 を飛

ばせて くださいなどと,ど うして神様 に

お願 いできるでしょうか。

その とき以来,私 は一生懸命 お手伝 い

をする少年 になりました。 クロイチゴを

摘むことばか りでなく,た きぎも箱 いっ

ぱい切 りました。玄関を掃除 したり,テ

ーブルの用意 をした り
,買 物 もしました。

それか ら前 よ.りもっとクロイチゴを摘ん

で,と げで手 や腕 にひっかき傷 を作 った

こともあ ります。

もっともっとお手伝 いが したいと言 っ

て母 を困らせ準ほどです。 こんな私の願

いを主は断わることができましょうか。

この2週 間,私 は全身全霊で祈 りを捧げ,

大 いなる信仰 を表 わし,善 い行ないに満

z2

ちた 日々を送ってきたのですか ら。 もち

ろんクロイチゴもかごいっぱい摘み まし

た。今度 はきっと飛べ ると思 うのです。

その晩の祈 りでこれまでのことをすべて

主 に語 り終 えた私 は,真 っ暗な寝室で再

び椅子によじ登 りました。今度 こそ,今

.度こそ
,今 度 こそうまくいくでしょう。

でもうまくいきませんでした。上へ遠

くへ描 かれるはずの曲線 は,前 と同 じよ

うに下 向きの曲線 にな り,今 度 もおなじ

みの ドスンという音で終わ りました。

私には理解で きませんで した。これ ま

でのすべての祈 りと信仰 と善行 をもって

して も,私 は依然 としてジョウイやジミ

ーと同じただの人だったのです
。何が欠

けているというのでしょうか。

そこで,ど うして も飛びたいという私

の願 いには一言 も触れずに,私 は 日曜学

校 の教師に祈 りが答えられなか ったとい

う問題 を投 げかけてみました。その結果,

次 の レッスンでは祈 りの方法 と天父が ど

のように祈 りに答 えてくださるかを学 び

ました。 そして答 えはありました。私 が

まったく主 を信頼 していなかったことに

気 がつかなかったというのも,私 にとっ

ては大 きな驚きで した。

それまでの私 は,た とえ羽ばたいて飛

べなくても首 を折 らず に済むような低 い

椅子か ら飛び下 りていたのです。失敗 し

た ら傷 つく高さか ら飛び下 りることで私

の本物 の信仰 を表わすのを,主 は待 って

お られるに違 いあ りません。それ こそ私

の信仰 を証明するものです。

それからも相変 わらずひそかに真っ暗

な寝室で試みました。次 の機会 には,本

当に高い所から飛び下 りて本物 の信仰 を

証 明したい,.そ れ も見物人のいる明るい

所 で公開しようと思 いました。

次の週の間ずっと準備 を重ねました。

信仰,祈 り,そ して母への惜 しみない手
ら

伝 いが続 きました。土曜の午後 にはすっ

か り用意が整 いました。

私 はリンとジ ョウイ･ヒ ル シュバーガ

ー
,そ れにジミー･ジ ョンソンに計画 を

説明しました。信仰 と善 い行ないについ

て も話 して聞かせ ました。 また歯 をくい

しばった りしかめっ面 をしてするお祈 り,

危 険を冒してまで主を完全 に信頼するこ

とについて説明しました。

それから車庫の屋根 にかけたはしごを

登 り始めました。 リンとジ ョウイとジ ミ

ーは地上 で心配そうに見ていました
。

ジョウイは,私 が気が狂 ったと思 った

そうです。彼 には信仰 とか徳行,祈 りが

理解 できる道理がありません。

やがて車庫の屋根に上がって下 を見下

ろしました。屋根か ら地面を見下 ろした

眺めは,地 上から見た眺めよ りも遠 く感

じられ ました。

私が立 っている場所の真下は恐 ろしい

クロイチゴのやぶで,下 から見 るよりも

ずっと高 く広 く見えました。するどいと

げに覆 われた大 きくたけの高いイバラは,

私 が立っている所 まで届 きそうです。

次 々にわき起 こる疑いの気持 ちを振 り

払わなければな りませ ん。｢う まくいか

なかった らどうしよう。 もし飛べなかっ

た らどう しよう。クロイチゴの木の中に

落 ちた らどうなるのだろう。｣しかしもう

そんなことを疑 っtい てはいけないので

す。 もしも疑 えばすべての努力は水 の泡

です。

なぜなら疑 いは信仰の反対 だからです。

そんな単純 な理論 を振 りかざすと,恐 ろ

し気 なクロイチゴの とげか ら身 を守 るも

のを取 り除 くことによって,私 の揺 るぎ

ない完全 な信仰が証 明されるのだと意を

決 しました。

私 はシャツを脱ぎました。 ジョウイは

こんなばかげたことは初 めてだと思 って,

私 の母 に知 らせ に行 こうとしたようです。

.私の方は ジョウイに,座 って静かにす

るように言うのですが,と うとう彼 は母

の所へ言いに行 って しまいました。 さあ

私 は急がなければな りません。

私 は目を閉 じました。そ して,た とえ

どんな愚かな願 いでも,そ の子 が良い少

年 であって母親の手伝 いをよくし,日 曜

学校 にも出席 しているとした ら,そ の祈

りは答 えられることを主 ご自身 にも思い

出していただこうとしました。

それが終 わると,い よいよ腕 を羽ばた

かせ,ど んどん加速をつけていきました。.

そ うして目をしっかりと閉 じ,車 庫の屋

根か ら上向きに遠 くへ飛び ました。洋服

も着ずに,大 きな野生 のクロイチゴの木
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